
ま え が き
���や����ファインケミカルなどの�プラ
ントの�	を
�する���	の
���やスケー
ルアップのための��データを��することが��
になる�そのために�������のテストセンター
には�����ろ ��!"��#$%��	&の
テスト'(を)(しており�ユーザの���や*+
��をもちい�,-を�.することができる�

テストセンターは/012の��がユーザのニー
ズに3える
�を4しているかを��することを5
6としており�74する8'(の�9を:;に<=
して>ける?@を4していることがA�である�し
かしながら�テストセンターはB)Cすでに15DE
FがG し�また�HIJKLMNのOPもあり�
QR�したテスト'(では8�	の
�がSれてい
ることが��されてもTU6にユーザのVWをいた
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播磨テストセンターのリフレッシュ
Harima Test Center Refurbishing

―設備の安全性と作業環境の改善―

テストセンターは�ユーザが�^するプロセスにおいて12��が4_か`かをabするために

A�な)cである�そのため�さまざまなテスト'(をcえている�/)cは�ユーザからdeさ

れる���を�fうため�ghにijテストができる)cであることがとくにA�である�テスト

センターでは�)cのgh
と�k?@をlmし�よりghにかつ_noくテストをおこなえるよ

うに)cのリフレッシュpqを�.した�

/rではリフレッシュしたテストセンターとテスト'(についてstする�

A test center is an important facility because it enables end users to judge whether our test equipment
is useful for their production. For the purpose various equipment are made readily available in our test
center. More importantly it has to be a safe facility. Actual raw materials supplied by our end user are
processed as a witness test. We have just refurbished our test center so that safer and more effective
tests could be carried out by reviewing its safety and working environment. This report introduces the
refurbished test center and test equipment.

�����

Daisuke Tojima

Key Wordsu

テストセンター Test center
g h 
 Safety
_ n � Promotion of efficiency
テ ス ト ' ( Test equipment

�セールスポイント�

gh
�k
がvFしたテストセンターとテスト'(のst



だける��をえられないとの��があった�また�
��の	
��に
らした�����できるポイン
トが�く��していた�そのため�テストセンター
の�����と	
���を��とし�３カ� !
でリフレッシュ"#を$%した�
&'にはリフレッシュ"#の()と*テスト+,
について-.する�

��リフレッシュ��
����	
������/0��の12より3
4やテスト+,について56しをおこない�ユーザ
やテスト��7が	8してテストを$%できるよう
リフレッシュ"#を$%した�リフレッシュ$%#
9の:;を�１に<す�
���レイアウトの��し

テストセンターには�=>?や@A?など�くの
テスト+,とそれにともなうBC+,やDEポンプ
などのユーティリティが3,されている�
?Fのレイアウトの56しをおこない�6G�で
5HしのIい	
HJをKLし�テストセンターに
MNりするOPユーザや��7の	
をKLできる

スペースの��をおこなった�また�テストの�4
やQRをおこなうSい��スペースをKLし�	

に��Iく��できるT,にUVした�さらにミー
ティングルームにWをX3し�テストYのZ[をミー
ティングルームから\]できるように?FのT,を
UVした�
���ミーティングルームの��

ミーティングルームではテスト^の#^_ち�わ
せのほかユーザ`aの`a	
データシート
bMSDScのKdやefghijのKdをおこなっ
ている��	１にミーティングルームk1を<す�
ミーティングルームのlmは�noのpqもありr
s�がtんでいたため�uし�テスト_ち�わせを
おこなうvwとxyなどをz{して|}する$~�
を��した�また�_��のほかにお�Z{ロッカー
ルームを�3し�ミーティングルームの/0��を
おこなった�テストは���にわたり$%すること
が�く�ミーティングルーム(で	8して�#いた
だけるようにT��と*vwに�Qい{Q��を�
3し����の��をおこなった�
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 �

�レイアウトの56しによる�	
なSい��スペースをKL
�?FのT,の56しと6G�な5HしのIい	
HJをKL
�$~�(のxy����に����+,をX3
�rs�34の��と_��の�u

� � �
���の��とT ルートのUVより�¡¢クレーンと�£の�����
�_��からテスト¤¥をKdできるように_��にWをX3

� �

�お�Z{ロッカールームの�3
�*_��の
�を¦§�とし�*�に�Qい{Q��を�3
�テストセンター(にトイレを�3

�
�

ス
テ
ー
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 �

�ワイプレンパイロット34�¨にWを3,し�+,©ªの«かりと¬�を��
�ワイプレンパイロット34のxy����に����+,をX3
�
パイロット+,の­[を��し�ステージ®¯{の°±を�3
�²いステージの³´と�すりのX3

� � �

�:µ¶�ペール¶�ドラム¶の��は·{リフターをz{し����と	
�を��
�ワイプレン�EXEVAパイロット34の¸¹ºをタッチパネル»へUVし�¼��を��
�ワイプレン�EXEVA パイロット34の½¾データをパソコンへ6¿À<し�テスト��をÁÂに
|}することをÃÄにした

�
�
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 �

�ユーティリティT をwkへ3,し���スペースをSげた
�
ÅとÆM�をÇめた
«34にÈ¬し�テストセンター
Éの]Ê�をÇめテストサンプルのË
によるÌÍの��を$%
�¡¢クレーンのインバータ�による¼��と	
�の��

� � �

�ユーティリティT の56しを$%�ÎÏ?FのÐ�テストをÃÄにした
�T ルート�LB�LÑの56しによるÒÓ�の��
�*パイロット34のユーティリティのÔりÕえ¼�Öを×Øにおこなうため�*?Ùにバルブステー
ションを3,した



���リスクアセスメント

リスクアセスメントは����の���や�	�
を
�し�リスクを�
った�で����を�めて
リスクを��するために��を�じることであり�
テストセンターにおいてもリスクアセスメントを�
�し��150��の����を !し�その"#を
おこなった$リスクアセスメントの"#について%
&'な()を*+する$
,ステージに-るための./をすべて01へ23し�
-45の67リスクを��した$
,8いステージを9:することにより����を;
<し�67リスクを��した$
,=すりと>?を@Aし�BCの7Dや67リスク

を��した$
,ユーザの�ECをFGする�HがIく��JKL
をMNう�HもIいため�さまざまなテストのO
Pに"QできるRSTUV�を@Aし���WX
のYZをおこなった$
,[\]^のための_`ガスをMNうaは�アラー
ムJbcきdefg`hijのSkをlmcけ�
gn(oの]^"#をおこなった$
,Jpのqrやstなどのuvwをqrするための
xyクレーンをインバータzr{fへY|し��
�}の~��の��と�r��^5の��の�れ
を��することでw�や�り�の7D��まれ(
oの]^"#をおこなった$
,モータなどの�6�を���し��!Bにはカバー
をA�し��き�まれ]^"#をおこなった$
,スチーム��の��と��{�を��し���]
^"#をおこなった$
,��タンクの�えい]^のため�レベルセンサー
をA�し��Bから��wの�レベルを��でき
る& pをA�した$
�¡¢�にもさまざまな"#を�じ�テストセン
ター£�のリスクレベルの��をおこなった$なお�
¤¥も¦�してリスクアセスメントを��していく$
������の��

§¨©\Jワイプレン�ª«i�G§¨©\J
EXEVA の２¬のr­®¯°を１±にまとめ��ス
ペースを²くした$��２に®¯°を す$®¯°
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はタッチパネル�へ��し����の�	をおこなっ
た
また���
はパソコンへリアルタイムに���
��できるように�	した
これにより���にデー
タ��が��になり�テスト�の��の��や��
�を� に!"できるようになった
また�テスト
#$の%&'(スイッチやインターロックなどの)
*をおこない�+��,(や%&-の./の�	も
おこなった

���ユーティリティ��の��し

0テスト#$には12やスチーム�342などの
ユーティリティを56している
78は�9か:の
ヘッダーからホースなどで;<み=>へ?@してい
たが�ABがCDになるため�E�が%&にFくG
HIになっていた
そこで�0ユーティリティJK
をLKMJKへ��して=Nにバルブステーション
をO$した
バルブステーションをO$することに
よりPQなユーティリティをバルブ��のみで=>
へRSできるようになり���を�	することがで
きた
また�12Tスチームなどのユーティリティ
の��もバルブ��のみでおこなえるように�	し
た
JKルートもUVし�JKWはすべてXYJK
とし�テスト#$Z[の�Eスペースを\くした

]1や]3のUVしもおこないユーティリティのエ
ネルギーロスの^_をおこなった

�������	の��し

テストを`aにbcするため��Edefをg6
していたが�そのhiはjklされたものであった

そのため�すべての=>に.し�m*�bc�no�
pqけの�Eごとにdefを)*し��Eのrml
をおこなった
�Edefはs�やtuなどvwx
にyzしやすくなるようJ{し�また��Eごとの
`aポイントを|}に�した

~��の��いは�テストによりさまざまな��
やM�がテストセンターへ�<まれるため�そのa
ての��に.し MSDS�で~��の}�すること
を��し�]��の�mの)*もおこなった

このように�テストセンターのリフレッシュ��
をおこない�O*などハード�とdefなどのソフ
ト�からの�E��`a���と�E��のUVし
をおこない�より`�してテストをbcできる��
へと)*することができた


��テスト
�
テストセンターは���テストエリア����M
テストエリア���テストエリアの３つのテストエ
リアとテストの�ち�わせや=>� ¡¢などをお
こなうミーティングルームがあり�ユーザ£¤のも

とテストをbcすることができる
�１にテストセ
ンターの¥¦sを�す

���
�テストエリア

§¨©�ª�の«つである¬­=の�vlコール
ドテスト#$をO$しており�®¯°を56して�
�±hの²³´µを¶·することができる

§¨M�である��¸フルゾーン�ログボーン�
ツインスターをはじめ�さまざまな��¸を56し
た��¹ºをbcすることができる
��±は»|
アクリルMを56しており�¼&は¶·することが
できない��±h½の²³´µをi¾に¶·するこ
とができる

0��¸の��トルクデータをパソコンへV?�
�できるようにトルク¿�#$を�Àしたため��
�に³�データを��することができるようになっ
た
また�テスト#$にÁÂモニターとÃ|をÄO
したため�よりÅ|なÆÇにてÈ�}�ができるよ
う�	をおこなった
�２にテスト#$のÉÊ¬­
によるÈ�ËÌテスト�Íを�す

¹ºはÎÉ¹ºのほか°°�Ï�Ð°�ÏÑÒÓ
ÔÕÖ�×°�ÏÑガスØÙÖなどさまざまな¹º
をbcすることができる

このようにコールドテスト#$では0Ú��¸で
さまざまな¹ºをbcでき�ÛÜなÝÞ��のß�
や��¸�バッフルの�À��	などにもàáにg
6することができる

�������テストエリア

âãäå=ワイプレン�æç�°6âãäå=

EXEVA テスト#$と2�03Âワイプレンの�Â¹º

#$をO$している

ワイプレンの¥¦sを�３に�す
ワイプレンは

�y°を�Þするロータに��されたワイパーでâ
ãにし�u��で��の�いにより���Mをおこ
なうことができ��M����ÉÊ�É��Éガス
などのプロセスで56されている
テスト#$は�
��RS��u��などを�³�	でき�スケール
アップデータを�³��できる

2�03Âワイプレンbº#$はbº�などにO$

できる��Âの�Â¹º#$であり�bº��にあ
る��のサンプルでの¹ºも��である
また�b
º#$は�lガラスMであるため�u��でのM�
の�´�lや����äå�の´�やäåの Óを
¶·することができる
2�03Âbº#$はパイロッ
ト#$の�8テストとしてbcすることにより��

-�でÛÜなÝÞ��を��することができる

EXEVA はæç�°6âãäå=であり�ワイプ
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レンで����な����	
の��
��モノマー�
��などをおこなうことができる�
リフレッシュ��では�ワイプレンと EXEVAの

�����および��ポンプを��したため���
のテスト��が�� であっても!�でテストがお
こなえるようになり�"#$なテストを%&するこ
とが'(になった�また�)*+の,-.も/0し�

より"#1くテストを%&することができる�
�����テストエリア

2345の67は���23の89:�;<�=
>により?@.やAB.などがCなり�D3のEF
4と;Gして45の67がHIに��である�した
がって�テスト��で%23による'JKLMNを
おこなうことがOPである�
23テストエリアでは�SV ミキサー�PV ミキ
サー�コニカルドライヤなどのQR4とフィルター
ドライヤ�RFD などのろSQR4のテスト��を
T�している�テスト��はそれぞれUV�WXY
での,-が'(であり�VZ[\�]�[\などか
ら%4の��^_や@Zを`7することができる�
フィルタードライヤはabcdやe9f�cdで
gくhiされており�HIにg4(な45である�
テスト��は�ユーザのニーズにおjえするためk
lしたオプションmをgく�nしている�その�o
としてpqkr��とstuv4wがある��４に
フィルタードライヤのpqkr��のxyzを{す�
テスト��は�|3フランジを}@krできるpq
kr��を�nしており|3フランジの~�しを}
@で�^におこなうことができる�また�QR�の
��を}@uvできるstuv4wを�nしている�
pqkr��は�ヘルール�を�iしておりHIに
シンプルなw�である�また�stuv4wも�3
の��とろ�の�@のみで}@で��をuvできる
シンプルな4wである�テスト��では�このよう
な�nについてもご��して�くことができる�
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む す び
リフレッシュ��を��することにより�テスト
センターおよびテスト��の�	
���
�を�
�することができ�ユーザに��にテストしていた
だける��になったと�える�なお��テストセン
ターは��を��している����に��しており�
テストで��されるお !に���"を�#にご$

%くことができ���を&'して%きながら()や
��の*ち+わせをすることができる�,-もテス
トセンターを.�/の01やブラッシュアップに2
3していくと45に���
�6�
��	
に7
れ�8してご93%けるテストセンターへと�:�
�していきたいと�えている�
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